
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 関係機関打ち合わせ 

 

 

平成１８年３月２０日（金）「御前山ﾋﾞｵ

ﾄｰﾌﾟ」の将来的な管理方法、管理体制など

にかかる打ち合わせが御前山総合支所にお

いて開催されました。 

これは事業所から「御前山ダム周辺住民

参加型環境保全活動促進方策検討委託事

業」として財団法人「日本グラウンドワー

ク協会」に委託して開催されることになっ

たもの。 

初回は鈴木昌友先生をはじめ１９名が参

加し、ビオトープの現状や今後の進め方な

どについて検討が行われました。 

その後も、平成１８年６月２７日、平成

１９年１月２４日には１２名、２月には１
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１名、３月には１２名が参集し継続的に打ち合わせが行われました。 

 

 その結果今後の展開に向けて以下のような５つの方針が提示されました。 

➀御前山地域環境保全ネットワークの形成 

➁都市部も含めた広域的な教育機関との連携 

➂生涯学習の場としての利用 

➃地元での学習会の開催 

➄自然環境調査の実施と環境学習教材等の作成 

さらに、具体的な取り組み方針について継続的に検討する必要があります。 

 

 

２ 間伐作業 

 林間に移植した「フタバアオイ」や「イヌ

ショウマ」を観察すると、移植直後は元気で

したが、少し元気がありません。 

 観察すると、林の中なので日照が不足して

いるようです。 

 地主さんの理解を得て、有志で間伐作業を

することにしました。 

この作業には、県南部の守谷市の「立沢里

山の会」の皆さんも参加してくれました。 

木漏れ日が差し込み、少し下草が生えるく

らいの環境が理想なのです。 

間伐作業は冬場に行いますが、斜面での作

業、枝払い、運搬にチェンソー使用など危険

作業に重労働となかなか大変です。 

 結果、何とか山野草にも納得してもらえそう

な明るい森に様変わりしました。 

 このように、現場を観察しながら最低限の手

を加えることを、専門用語では順応的管理手法

といいます。 

結果はしばらく様子を観察するしかありませ

んが、どうなりますか。 

 

 

 間伐作業に併せて、パンフレットや来場

者用の記入帳などを入れる箱やカウンター

もログハウスに製作取り付けしました。 

 ログハウスの背中に掲示板がありますが、

来場者が何処を歩けばいいか、散策ルート

を掲示した方がいいかもしれません。ほと

んどの人は入り口から眺めただけで帰って

しまうようです。 


